
◆何ができるようになるか（教科・科目の目標）

〇観点別学習状況の評価の組み合わせと評定（概ね次の表のとおりとする）

◆何で学ぶか（教材等） ◆どのように学ぶか（授業方法、学習方法）

2027共通テスト対策 直前演習（進研）

5

4

【教科書】 新編地理資料（とうほう）

【AC・F科】

ＡＢＣ  BＢB　

ＢＢC　(ＡCＣ)

ＢＣＣ

3

2

評価方法

〇各種テスト

〇レポート、ワークシート

（ノートを含む）

〇各種テスト

〇レポート、ワークシート

（ノートを含む）

〇レポート、ワークシート

（ノートを含む）

〇話し合い・振り返り

1

評価の組み合わせ 評定

ＡＡＡ

ＡＡＢ

ＡＢＢ　(ＡＡＣ)

地理歴史 履修学年 3 年

（科目名）

６９～４０Ｂ

３９～０Ｃ

教科名

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視
野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に
必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度

普通・フロンティア 科

地理特論 単位数（週当たりの授業時数） ２～３ 単位

ＣＣＣ

進研WINSTEP 地理総合・地理探究（進研）

学科

地理特論では、地理総合・地理探究で鍛えた「地理的な

見方・考え方」を働かせた探究的な学習とともに、発展

的な知識・技能の習得が求められます。これまでの地理

学習の集大成として、断片的な知識を地図上で結びつ

け、活用できる知識にしていきましょう。

評価規準

・地理に関わる諸事象を理解してい

る。

・地図や地理情報システムなどを用

いて、調査や諸資料から地理に関す

る様々な情報を適切かつ効果的に調

べまとめる技能を身に付けている。

・地理に関わる事象の意味や意義、特色
や相互の関連を、位置や分布、場所、人
間と自然環境との相互依存関係、空間的
相互依存作用、地域などに着目して、概
念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、地理的な課題の解決に向けて構
想したりすることができる。

・考察、構想したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりすること
ができる。

・知識及び技能を獲得したり、思考

力・判断力・表現力等を身に付けた

りすることに向けた粘り強い取り組

みを行おうとしている。また、粘り

強い取り組みを行う中で、自らの学

習を調整しようとしている。

・地理に関わる諸事象について、よ

りよい社会の実現を視野にそこで見

られる課題を主体的に探究しようと

している。

・多面的・多角的な考察や深い理解

を通して涵養される日本国民として

の自覚、我が国の国土に対する愛

情、世界の諸地域の多様な生活文化

を尊重しようとすることの大切さに

ついての自覚などが深まっている。

得点率観点別学習状況の評価

１００～７０Ａ



◆いつ、何を学ぶか（学習計画・内容）

単元①　現代世界の地誌的考察

　⑴東アジア　　⑵東南アジア

　⑶南アジア　　⑷西アジア

　⑸アフリカ　　⑹ヨーロッパ

単元③　現代日本に求められる国土像

単元④　【ＡＣ・Ｆ科】総合演習

　　　　【ＳＣ】テーマ学習

　⑺ロシア　　　⑻北アメリカ

　⑼南アメリカ　⑽オセアニア

・各種テスト
（定期考査、単元テス
ト、小テスト等）

・各種テスト
（定期考査、単元テス

ト、小テスト等）

・レポート

・ワークシート

 （ノートを含む）

・レポート

・ワークシート

 （ノートを含

む）

・話し合い、振

り返り

・各種テスト
（定期考査、単元テス

ト、小テスト等）

・レポート（ポス

ター、プレゼン、

作品等を含む）

・各種テスト
（定期考査、単元テス

ト、小テスト等）

・レポート（ポス

ター、プレゼン、作

品等を含む）

・ワークシート

 （ノートを含む）

・レポート（ポ

スター、プレゼ

ン、作品等を含

む）

・ワークシート

（ノートを含

む）

・話し合い、振

り返り

２月

３月

時期
思考・判断・表現知識・技能

学習内容
評価方法

主体的態度

７月

３
学
期

２
学
期

１
学
期

８月

９月

10月

11月

12月

６月

４月

５月

１月
大学入試共通テスト

個別試験

単元②　さまざまな地図と地理的技能


